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(57)【要約】
【課題】複数のディスプレイの動作を同期させることが
できる表示システムを提供する。
【解決手段】ディスプレイ１００は、他のディスプレイ
と通信するための通信インターフェイス１０２と、コン
テンツを表示するための画面１０６と、プロセッサ１１
０とを備える。プロセッサ１１０は、通信インターフェ
イス１０２を介して、ディスプレイ１００に対する第１
の操作を他のディスプレイに送信し、通信インターフェ
イス１０２を介して、他のディスプレイに対する第２の
操作を他のディスプレイから受信し、第１の操作を受け
付け、第２の操作を受信した後、所定の時刻に達したと
きに、第１の操作に応じた処理を実行する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のディスプレイを備える表示システムであって、
　前記複数のディスプレイの各々は、
　他のディスプレイと通信するための通信インターフェイスと、
　コンテンツを表示するための画面と、
　プロセッサとを含み、
　前記プロセッサは、
　前記通信インターフェイスを介して、前記ディスプレイに対する第１の操作を前記他の
ディスプレイに送信し、
　前記通信インターフェイスを介して、前記他のディスプレイに対する第２の操作を前記
他のディスプレイから受信し、
　前記第１の操作を受け付け、前記第２の操作を受信した後、所定の時刻に達したときに
、前記第１の操作に応じた処理を実行する、表示システム。
【請求項２】
　前記プロセッサは、前記第１の操作を受け付けたとき、所定の期間、前記通信インター
フェイスを介して、前記他のディスプレイから前記第２の操作を待ち受け、
　前記所定の期間に前記第２の操作を受信しなかった場合、最初に前記所定の時刻に達し
たときに、前記第１の操作に応じた処理を実行し、
　前記所定の期間に前記第２の操作を受信した場合、前記所定の期間、前記通信インター
フェイスを介して、さらに他のディスプレイに対する第３の操作を待ち受ける、請求項１
に記載の表示システム。
【請求項３】
　前記第１の操作は、電源ＯＮ操作であって、
　前記プロセッサは、前記第１の操作に応じた処理として、前記画面に映像の表示を開始
させる、請求項１または２に記載の表示システム。
【請求項４】
　前記複数のディスプレイの各々は、前記画面の裏に配置されるバックライトをさらに含
み、
　前記プロセッサは、前記第１の操作に応じた処理として、前記バックライトを点灯させ
る、請求項１または２に記載の表示システム。
【請求項５】
　ディスプレイであって、
　他のディスプレイと通信するための通信インターフェイスと、
　コンテンツを表示するための画面と、
　プロセッサとを備え、
　前記プロセッサは、
　前記通信インターフェイスを介して、前記ディスプレイに対する第１の操作を前記他の
ディスプレイに送信し、
　前記通信インターフェイスを介して、前記他のディスプレイに対する第２の操作を前記
他のディスプレイから受信し、
　前記第１の操作を受け付け、前記第２の操作を受信した後、所定の時刻に達したときに
、前記第１の操作に応じた処理を実行する、ディスプレイ。
【請求項６】
　プロセッサと、画面と、通信インターフェイスとを含むディスプレイにおける表示方法
であって、
　前記プロセッサが、前記通信インターフェイスを介して、前記ディスプレイに対する第
１の操作を前記他のディスプレイに送信するステップと、
　前記プロセッサが、前記通信インターフェイスを介して、前記他のディスプレイに対す
る第２の操作を前記他のディスプレイから受信するステップと、
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　前記プロセッサが、前記第１の操作を受け付け、前記第２の操作を受信した後、所定の
時刻に達したときに、前記第１の操作に応じた処理を実行するステップとを備える、表示
方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、入力される映像信号に基づいて映像を表示するための表示システム、ディス
プレイ、および表示方法に関し、特に複数の画面を連携させながら制御するための表示シ
ステム、ディスプレイ、および表示方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　複数の画面を制御するための技術が知られている。たとえば、複数のディスプレイを用
いて、１つの映像を拡大して表示させる技術（エンラージ機能）が知られている。
【０００３】
　特開２００３－１７３６１４号公報（特許文献１）には、ディスク再生システム、およ
び表示装置が開示されている。特開２００３－１７３６１４号公報（特許文献１）による
と、ディスク同期手段は、表示装置からのディスク制御情報（Ｒｅａｄ命令など）の同じ
命令が届いてから、ディスク制御情報を出力する。また、デコーダ同期手段は、デコーダ
制御情報（Ｐｌａｙ命令など）を表示装置に送信した後、次のフレームでデコード制御を
実行する。また、クロック生成手段は伝送路クロックに同期した２７ＭＨｚを出力する。
これらにより、表示装置の復号手段および表示装置の復号手段は全く同期して動作するた
め、同じ映像を同期して表示可能である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－１７３６１４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　複数のディスプレイに映像を入力した場合、それぞれのディスプレイに同時に信号が入
力されるとは限らない。仮にそれぞれのディスプレイに同時に信号が入力されたとしても
、それぞれのディスプレイの状態が異なれば、表示処理に数秒程度のズレが発生する可能
性がある。ディスプレイの画面が映像を表示する状態になるまで、それぞれ、異なる時間
を要するからである。
【０００６】
　特に、複数のディスプレイを含む表示システムが映像信号のデイジーチェーン機能を持
つ場合には、上記ズレがディスプレイの台数分だけ大きくなる。たとえば、９台のディス
プレイがデイジーチェーン機能を利用することによってマルチディスプレイ表示する場合
、接続されている順番にコンテンツが表示されることになるため、ユーザには１つの映像
が表示されているようには見えない虞がある。
【０００７】
　また、複数のディスプレイを含む表示システムに関しては、入力先を切り替える操作を
行う場合などに、ユーザが一台ずつ設定を変更する必要があった。
【０００８】
　本発明は、かかる問題を解決するためになされたものであり、その目的は、複数のディ
スプレイの動作を同期させることができる表示システム、ディスプレイ、および表示方法
を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　この発明のある局面に従うと、表示システムが提供される。表示システムは、複数のデ
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ィスプレイを備える表示システムが提供される。複数のディスプレイの各々は、他のディ
スプレイと通信するための通信インターフェイスと、コンテンツを表示するための画面と
、プロセッサとを含む。プロセッサは、通信インターフェイスを介して、ディスプレイに
対する第１の操作を他のディスプレイに送信し、通信インターフェイスを介して、他のデ
ィスプレイに対する第２の操作を他のディスプレイから受信し、第１の操作を受け付け、
第２の操作を受信した後、所定の時刻に達したときに、第１の操作に応じた処理を実行す
る。
【００１０】
　好ましくは、プロセッサは、第１の操作を受け付けたとき、所定の期間、通信インター
フェイスを介して、他のディスプレイから第２の操作を待ち受け、所定の期間に第２の操
作を受信しなかった場合、最初に所定の時刻に達したときに、第１の操作に応じた処理を
実行し、所定の期間に第２の操作を受信した場合、所定の期間、通信インターフェイスを
介して、さらに他のディスプレイに対する第３の操作を待ち受ける。
【００１１】
　好ましくは、第１の操作は、電源ＯＮ操作である。プロセッサは、第１の操作に応じた
処理として、画面に映像の表示を開始させる。
【００１２】
　好ましくは、複数のディスプレイの各々は、画面の裏に配置されるバックライトをさら
に含む。プロセッサは、第１の操作に応じた処理として、バックライトを点灯させる。
【００１３】
　この発明の別の局面に従うと、ディスプレイが提供される。ディスプレイは、他のディ
スプレイと通信するための通信インターフェイスと、コンテンツを表示するための画面と
、プロセッサとを備える。プロセッサは、通信インターフェイスを介して、ディスプレイ
に対する第１の操作を他のディスプレイに送信し、通信インターフェイスを介して、他の
ディスプレイに対する第２の操作を他のディスプレイから受信し、第１の操作を受け付け
、第２の操作を受信した後、所定の時刻に達したときに、第１の操作に応じた処理を実行
する。
【００１４】
　この発明の別の局面に従うと、プロセッサと、画面と、通信インターフェイスとを含む
ディスプレイにおける表示方法が提供される。表示方法は、プロセッサが、通信インター
フェイスを介して、ディスプレイに対する第１の操作を他のディスプレイに送信するステ
ップと、プロセッサが、通信インターフェイスを介して、他のディスプレイに対する第２
の操作を他のディスプレイから受信するステップと、プロセッサが、第１の操作を受け付
け、第２の操作を受信した後、所定の時刻に達したときに、第１の操作に応じた処理を実
行するステップとを備える。
【発明の効果】
【００１５】
　以上のように、この発明によれば、複数のディスプレイの動作を同期させることができ
る表示システム、ディスプレイ、および表示方法が提供される。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本実施の形態に係る表示システムの一部を示す概略図である。
【図２】本実施の形態に係る表示システムの全体を示す概略図である。
【図３】ディスプレイの構成を表わすブロック図である。
【図４】本実施の形態に係る表示システムのネットワーク構成を示すイメージ図である。
【図５】本実施の形態に係る表示システムを構成する第１のディスプレイ～第３のディス
プレイの時刻設定時における動作を示す図面である。
【図６】本実施の形態に係る表示システムを構成する第１のディスプレイ～第３のディス
プレイの電源ＯＮ時における動作を示す図面である。
【図７】本実施の形態に係る表示システムを構成する時刻同期用の管理ディスプレイ（第



(5) JP 2011-242626 A 2011.12.1

10

20

30

40

50

１のディスプレイ）における時刻同期処理の処理手順を示すフローチャートである。
【図８】本実施の形態に係る表示システムを構成する時刻同期用のサブディスプレイ（第
２および第３のディスプレイ）における時刻同期処理の処理手順を示すフローチャートで
ある。
【図９】本実施の形態に係る表示システムを構成する第１のディスプレイから第３のディ
スプレイの電源オン処理の処理手順を示すフローチャートである。
【図１０】本実施の形態に係る表示システムと通常の表示システムとの、映像表示が開始
されるタイミングの違いを示すイメージ図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、図面を参照しつつ、本発明の実施の形態について説明する。以下の説明では、同
一の部品には同一の符号を付してある。それらの名称および機能も同じである。したがっ
て、それらについての詳細な説明は繰り返さない。
【００１８】
　＜表示システム１の全体構成＞
　まず、本実施の形態に係る表示システムの全体構成について説明する。以下で説明され
る本実施の形態に係る表示システムは、複数のディスプレイを含むものである。
【００１９】
　図１は、本実施の形態に係る表示システム１の一部を示す概略図である。より詳細には
、図１は、表示システム１に含まれる４つのディスプレイ１００Ａ，１００Ｂ，１００Ｃ
，１００Ｄが、電源ＯＦＦの状態から１つの映像を拡大して表示する（エンラージ表示）
状態へと推移する様子を示すイメージ図である。
【００２０】
　図２は、本実施の形態に係る表示システム１の全体を示す概略図である。より詳細には
、図２は表示システム１に含まれる９つのディスプレイ１００Ａ，１００Ｂ，１００Ｃ，
１００Ｄ，１００Ｅ，１００Ｆ，１００Ｇ，１００Ｈ，１００Ｉが１つの映像を拡大して
表示している状態を示すイメージ図である。
【００２１】
　ただし、ディスプレイ１００Ａ，１００Ｂ，１００Ｃ，１００Ｄ，１００Ｅ，１００Ｆ
，１００Ｇ，１００Ｈ，１００Ｉは、ユーザからの操作命令に基づいて、それぞれが異な
る映像を表示してもよいし、それぞれが（拡大することなく）同じ映像を表示してもよい
し、別々に異なる映像を表示してもよい。
【００２２】
　図１および図２を参照して、本実施の形態に係る表示システム１においては、第１のデ
ィスプレイ１００Ａ～第９のディスプレイ１００Ｉが互いに接続されている。より詳細に
は、第１のディスプレイ１００Ａ～第９のディスプレイ１００Ｉの各々は、隣のディスプ
レイと信号を送受信することができる。本実施の形態に係る表示システム１においては、
ＲＳ２３２に基づいて、制御命令や映像信号が、第１のディスプレイ１００Ａ～第９のデ
ィスプレイ１００Ｉに送られる。
【００２３】
　たとえば、第１のディスプレイ１００Ａには、パーソナルコンピュータやサーバなどの
管理装置と、第２のディスプレイ１００Ｂとが接続される。第２のディスプレイ１００Ｂ
には、第１のディスプレイ１００Ａと、第３のディスプレイ１００Ｃとが接続される。こ
のように、本実施の形態においては、第１のディスプレイ１００Ａ～第９のディスプレイ
１００Ｉが、バケツリレーのように、映像信号を伝達していく。
【００２４】
　＜表示システム１の動作概要＞
　本実施の形態に係る表示システムの動作概要について説明する。はじめに、図１（ａ）
に示すように、第１のディスプレイ１００Ａ～第９のディスプレイ１００Ｉは電源がＯＦ
Ｆになっている。
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【００２５】
　図１（ｂ）に示すように、本実施の形態においては、第１のディスプレイ１００Ａの電
源がＯＮされても、第１のディスプレイ１００Ａはすぐに映像を表示しない。第１のディ
スプレイ１００Ａは、第１のディスプレイ１００Ａの電源がＯＮされてから所定期間待機
する。第１のディスプレイ１００Ａは、電源がＯＮされたことを示す信号を他のディスプ
レイに送信する。
【００２６】
　そして、当該所定期間内に、図１（ｃ）に示すように、第２のディスプレイ１００Ｂの
電源がＯＮされても、第２のディスプレイ１００Ｂはすぐに映像を表示しない。第２のデ
ィスプレイ１００Ｂは、電源がＯＮされたことを示す信号を他のディスプレイに送信する
。これによって、第１のディスプレイ１００Ａと第２のディスプレイ１００Ｂとは、第２
のディスプレイ１００Ｂの電源がＯＮされてから所定期間待機する。
【００２７】
　同様に、当該所定期間内に、図１（ｄ）に示すように、第３のディスプレイ１００Ｃの
電源がＯＮされても、第３のディスプレイ１００Ｃはすぐに映像を表示しない。第３のデ
ィスプレイ１００Ｃは、電源がＯＮされたことを示す信号を他のディスプレイに送信する
。これによって、第１のディスプレイ１００Ａ～第３のディスプレイ１００Ｃとは、第３
のディスプレイ１００Ｃの電源がＯＮされてから所定期間待機する。
【００２８】
　同様に、当該所定期間内に、図１（ｅ）に示すように、第４のディスプレイ１００Ｄの
電源がＯＮされても、第４のディスプレイ１００Ｄはすぐに映像を表示しない。第４のデ
ィスプレイ１００Ｄは、電源がＯＮされたことを示す信号を他のディスプレイに送信する
。これによって、第１のディスプレイ１００Ａ～第４のディスプレイ１００Ｄとは、第４
のディスプレイ１００Ｄの電源がＯＮされてから所定期間待機する。
【００２９】
　そして、第１のディスプレイ１００Ａ～第４のディスプレイ１００Ｄは、当該所定期間
内に、他のディスプレイから電源がＯＮされたことを示す信号を受信しない場合、所定の
時刻まで待機する。なお、本実施の形態においては、所定の時刻は、現在の時刻の秒数が
１０で割り切れる時刻をいう。すなわち、所定の時刻は、各分の０秒、１０秒、２０秒、
３０秒、４０秒、５０秒、６０秒である。
【００３０】
　図１（ｆ）に示すように、第１のディスプレイ１００Ａ～第４のディスプレイ１００Ｄ
は所定の時刻になると、一斉に映像を表示させる。このように、本実施の形態においては
、第１のディスプレイ１００Ａ～第９のディスプレイ１００Ｉは、操作命令が異なるタイ
ミングで入力されても、一斉に映像の表示を開始することができる。
【００３１】
　なお、表示開始の場合と同様に、第１のディスプレイ１００Ａ～第９のディスプレイ１
００Ｉは、操作命令が異なるタイミングで入力されても、一斉に、入力先を変更したり、
チャンネルを変更したり、映像の表示を終了したりするものである。
【００３２】
　以下、このような機能を実現するための構成について詳述する。
　＜表示システム１のディスプレイのハードウェア構成＞
　以下では、表示システム１を構成するディスプレイの具体的構成の一態様について説明
する。なお、本実施の形態においては、第１のディスプレイ１００Ａ～第９のディスプレ
イ１００Ｉを総称して、ディスプレイ１００とも称する。図３は、ディスプレイ１００の
構成を表わすブロック図である。
【００３３】
　図３を参照して、ディスプレイ１００は、主たる構成要素として、映像入力端子１０１
と、シリアル通信端子１０２と、ＴＣＰ／ＩＰ通信端子１０３と、メモリ１０４と、ＶＲ
ＡＭ（Video　Random　Access　Memory）１０５と、表示デバイス１０６と、時計１０７
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と、リモコン受光部１０８と、ＣＰＵ（Central　Processing　Unit）１１０と、判別部
１１１と、シリアル通信処理部１１２と、ＴＣＰ／ＩＰ通信処理部１１３と、映像加工部
１１４と、映像出力部１１５と、時計管理部１１６とを含む。
【００３４】
　メモリ１０４は、ＳＲＡＭ（Static　Random　Access　Memory）、ＮＶ－ＲＡＭ、ハー
ドディスク、ＲＯＭ（Read　Only　Memory）、マスクＲＯＭ、ＥＰＲＯＭ（Erasable　Pr
ogrammable　Read　Only　Memory）、ＥＥＰＲＯＭ（Electronically　Erasable　Progra
mmable　Read-Only　Memory）、フラッシュＲＯＭなどによって実現される。メモリ１０
４は、ＣＰＵ１１０によって実行されるプログラムや、ＣＰＵ１１０によるプログラムの
実行により生成されたデータ（モードをするための情報）などを記憶する。
【００３５】
　判別部１１１は、映像入力端子１０１を介して入力された映像信号の種類（信号フォー
マット、解像度等）の判断したり、同期信号による映像信号の有無を判断する。判別部１
１１は、これらの判断結果をＣＰＵ１１０に入力する。
【００３６】
　シリアル通信処理部１１２は、シリアル通信端子１０２を介して、他のディスプレイと
のシリアル通信（RS-232C）を制御する。シリアル通信処理部１１２は、ＣＰＵ１１０か
らのデータをシリアル通信端子１０２を介して、他のディスプレイに送信する。シリアル
通信処理部１１２は、シリアル通信端子１０２を介して受信した他のディスプレイからの
データをＣＰＵ１１０に入力する。
【００３７】
　ＴＣＰ／ＩＰ通信処理部１１３は、ＴＣＰ／ＩＰ通信端子１０３などの通信デバイスを
制御する。ＴＣＰ／ＩＰ通信処理部１１３は、ＴＣＰ／ＩＰ通信端子１０３を介して、Ｃ
ＰＵ１１０からのデータに基づいてパケットを生成したり、外部からのパケットを分解し
たりする。
【００３８】
　映像加工部１１４は、ＣＰＵ１１０からの映像信号に基づいて、表示される動画像や静
止画像の色情報を操作する。映像加工部１１４は、映像信号の解像度情報を操作（スケー
リング）する。映像加工部１１４は、映像信号を合成する。
【００３９】
　映像出力部１１５は、ＶＲＡＭ１０５を利用することにより、映像加工部１１４からの
出力準備が完了した映像を表示デバイス１０６に表示させる。
【００４０】
　時計管理部１１６は、たとえば、電波時計１０７などから出力値に基づいて、現在時刻
を取得する。
【００４１】
　リモコン受光部１０８は、外部のリモートコントローラからの赤外線などを受けて、ユ
ーザからの命令を表わす信号をＣＰＵ１１０に入力する。
【００４２】
　ＣＰＵ１１０は、メモリ１０４のプログラムを実行することによって、ディスプレイ１
００の各部を制御する。ここでいうプログラムとは、たとえば、ＣＰＵにより直接実行可
能なプログラムだけでなく、ソースプログラム形式のプログラム、圧縮処理されたプログ
ラム、暗号化されたプログラム等を含む。本実施の形態に係るＣＰＵ１１０は、当該プロ
グラムに基づいて、後述する時刻同期処理（図７，８）や映像表示処理（図９）を実行す
る。
【００４３】
　ＣＰＵ１１０は、ディスプレイ１００に含まれる各種のデバイスの状態を判断して映像
加工部１１４や映像出力部１１５に映像を出力する。たとえば、ＣＰＵ１１０は、判別部
１１１を用いて映像信号の状態を取得する。ＣＰＵ１１０は、映像加工部１１４に対して
、映像を加工するための指示を送る。ＣＰＵ１１０は、映像出力部１１５に対して、ＶＲ
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ＡＭ１０５や表示デバイス１０６を用いた映像の表示を制御する。ＣＰＵ１１０は、メモ
リ１０４に対して、各種データの格納や読み出しを行う。ＣＰＵ１１０は、時計管理部１
１６を介して、正確な現在時刻を設定したり取得したりする。
【００４４】
　ＣＰＵ１１０は、シリアル通信処理部１１２とシリアル通信端子１０２を介して、他の
ディスプレイとデータを送受信する。なお、シリアル通信処理部１１２とシリアル通信端
子１０２とを合せて第１の通信インターフェイスともいう。
【００４５】
　ＣＰＵ１１０は、ＴＣＰ／ＩＰ通信処理部１１３とＴＣＰ／ＩＰ通信端子１０３を介し
て、他のディスプレイとデータを送受信する。なお、ＴＣＰ／ＩＰ通信処理部１１３とＴ
ＣＰ／ＩＰ通信端子１０３とを合せて第２の通信インターフェイスともいう。たとえば、
第２の通信インターフェイスは、Ｅｔｈｅｒｎｅｔ（登録商標）に対応している。
【００４６】
　＜表示システム１のネットワーク構成＞
　ここで、本実施の形態に係る、表示システム１のネットワーク構成について説明する。
図４は、本実施の形態に係る表示システム１のネットワーク構成を示すイメージ図である
。
【００４７】
　図４を参照して、第１のディスプレイ１００Ａと第２のディスプレイ１００Ｂとは、シ
リアルケーブル２０２を介して、シリアル通信が可能になっている。すなわち、第１のデ
ィスプレイ１００Ａは、映像入力端子１０１から入力された映像信号を、第１の通信イン
ターフェイスを介して第２のディスプレイ１００Ｂに伝達することができる。
【００４８】
　同様に、第２のディスプレイ１００Ｂと第３のディスプレイ１００Ｃとは、シリアルケ
ーブル２０２を介して、シリアル通信が可能になっている。すなわち、第２のディスプレ
イ１００Ｂは、第１の通信インターフェイスを介して第１のディスプレイ１００Ａからの
映像信号を第３のディスプレイ１００Ｃに伝達することができる。
【００４９】
　同様に、第３のディスプレイ１００Ｃと第４のディスプレイ１００Ｄとは、シリアルケ
ーブル２０２を介して、シリアル通信が可能になっている。すなわち、第３のディスプレ
イ１００Ｃは、第１の通信インターフェイスを介して第２のディスプレイ１００Ｂからの
映像信号を第４のディスプレイ１００Ｄに伝達することができる。
【００５０】
　このようにして、第１のディスプレイ１００Ａ～第９のディスプレイ１００Ｉは、ＰＣ
やサーバやテレビジョンアンテナやレコーダなどからの映像信号を取得し、映像を表示す
ることができる。
【００５１】
　また、本実施の形態に係る表示システム１においては、第１のディスプレイ１００Ａ～
第９のディスプレイ１００Ｉが、ＴＣＰ／ＩＰケーブル２０１を介して、他のディスプレ
イやＰＣやサーバなどと互いに通信することができる。たとえば、第１のディスプレイ１
００Ａ～第９のディスプレイ１００Ｉは、ＴＣＰ／ＩＰケーブル２０１を介してＰＣから
のコマンドを受信したり、他のディスプレイからのコマンドを受信したり、他のディスプ
レイにコマンドを送信したりする。
【００５２】
　＜表示システム１の時刻設定時における動作例＞
　次に、本実施の形態に係る表示システム１の時刻設定時における動作について説明する
。説明のために、ここでは、表示システム１は、第１のディスプレイ１００Ａ～第３のデ
ィスプレイ１００Ｃを含むものとする。図５は、本実施の形態に係る表示システム１を構
成する第１のディスプレイ１００Ａ～第３のディスプレイ１００Ｃの時刻設定時における
動作を示す図面である。
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【００５３】
　なお、図５および図７に係る表示システム１は、以下の状態にあるものとする。すなわ
ち、第１のディスプレイ１００Ａ～第３のディスプレイ１００ＣがＴＣＰ／ＩＰケーブル
２０１（ＬＡＮ：）に接続されている。第１のディスプレイ１００Ａ～第３のディスプレ
イ１００Ｃの電源がオフされている。第１のディスプレイ１００Ａ～第３のディスプレイ
１００Ｃのタイマ設定値Ｘは５秒に設定されている。第１のディスプレイ１００Ａ～第３
のディスプレイ１００Ｃの表示時刻設定値Ｙは１０秒に設定されている。第１のディスプ
レイ１００Ａ～第３のディスプレイ１００Ｃは、映像安定通知を送信する前に、映像信号
を既に取得している。第１のディスプレイ１００Ａ～第３のディスプレイ１００Ｃの時刻
は未だ同期されていない。第１のディスプレイ１００Ａ～第３のディスプレイ１００Ｃの
時刻調整許容偏差Ｄは２００ｍｓｅｃとする。
【００５４】
　図５を参照して、たとえば、第１のディスプレイ１００ＡのＣＰＵ１１０は、リモコン
受光部１０８を介して、ユーザから時刻設定命令を受け付ける。ここでは当該命令が、２
１：０３：００に入力されたものとする。第１のディスプレイ１００ＡのＣＰＵ１１０は
、自身を時刻設定のマスタに設定する。
【００５５】
　第１のディスプレイ１００ＡのＣＰＵ１１０は、第２の通信インターフェイス（ＴＣＰ
／ＩＰ通信処理部１１３とＴＣＰ／ＩＰ通信端子１０３）を介して、時刻同期準備コマン
ドＬＡＮ（ＴＣＰ／ＩＰケーブル）にブロードキャストする。同時に、ＣＰＵ１１０は、
時計管理部１１６と時計１０７とを用いて、タイマをセットする。このとき、２１：０３
：０１であるとする。
【００５６】
　２１：０３：０２に、第２のディスプレイ１００Ｂは、第１のディスプレイ１００Ａか
らの時刻同期準備コマンドを受信する。
【００５７】
　２１：０３：０３に、第２のディスプレイ１００Ｂは、第１のディスプレイ１００Ａへ
と応答する。このとき、第３のディスプレイ１００Ｃは、第１のディスプレイ１００Ａか
ら、時刻同期準備コマンドを受信する。
【００５８】
　２１：０３：０４に、第３のディスプレイ１００Ｃは、第１のディスプレイ１００Ａに
応答する。このとき、第１のディスプレイ１００Ａは、第２のディスプレイ１００Ｂから
の応答を受信し、応答時間を３秒にセットする。
【００５９】
　２１：０３：０５に、第１のディスプレイ１００Ａは、第３のディスプレイ１００Ｃか
らの応答を受信し応答時間を４秒にセットし直す。すなわち、第１のディスプレイ１００
ＡのＣＰＵ１１０は、時刻同期準備コマンドのブロードキャスト時からすべてのディスプ
レイからの応答を受信したときまでの時間を応答時間としてセットする。
【００６０】
　好ましくは、第１のディスプレイ１００ＡのＣＰＵ１１０は、第２の通信インターフェ
イスを用いて、時刻同期準備コマンドを複数回（たとえば、５回）繰り返すことによって
、偏差が１００ｍｓｅｃであるか否かを判断する。偏差が所定値未満である場合、第１の
ディスプレイ１００ＡのＣＰＵ１１０は、第１のディスプレイから第２のディスプレイへ
のデータの到達時間を１．５秒に設定し、第１のディスプレイ１００Ａから第３のディス
プレイ１００Ｃへのデータの到達時間を２秒に設定する。
【００６１】
　第１のディスプレイのＣＰＵ１１０は、第２のディスプレイ１００Ｂに対する時刻設定
コマンドを生成する。たとえば、現在時刻が２１：０３：１０である場合、第１のディス
プレイ１００Ａから第２のディスプレイ１００Ｂまでのデータの到達時間が１．５秒であ
るため、第２のディスプレイ１００Ｂのための設定時刻を２１：０３：１２とセットする



(10) JP 2011-242626 A 2011.12.1

10

20

30

40

50

。第１のディスプレイ１００ＡのＣＰＵ１１０は、第１または第２の通信インターフェイ
スを介して、第２のディスプレイ１００Ｂに設定時刻を含む時刻設定コマンドを送信する
。
【００６２】
　ＣＰＵ１１０は、第３のディスプレイ１００Ｃに対する時刻設定コマンドを生成する。
たとえば、現在時刻が２１：０３：１１である場合、第１のディスプレイ１００Ａから第
３のディスプレイ１００Ｃへのデータの到達時間が２秒であるため、設定時刻を２１：０
３：１３にセットする。第１のディスプレイ１００ＡのＣＰＵ１１０は、第１または第２
の通信インターフェイスを介して、第３のディスプレイ１００Ｃに設定時刻を含む時刻設
定コマンドを送信する。
【００６３】
　なお、本実施の形態においては、ＣＰＵ１１０は、データ到達時間（通信に起因するタ
イムラグ）の最大値の２倍の値をＸに設定する。ＣＰＵ１１０は、Ｘの２倍の値をＹに設
定する。
【００６４】
　これによって、時刻２１：０３：１２に、第２のディスプレイ１００Ｂが第１のディス
プレイ１００Ａから時刻設定コマンドを受信することになり、第２のディスプレイ１００
ＢのＣＰＵ１１０は、現在時刻を、２１：０３：１２にセットすることができる。
【００６５】
　同様に、時刻２１：０３：１３に、第３のディスプレイ１００Ｃが第１のディスプレイ
１００Ａから時刻設定コマンドを受信することになるので、第３のディスプレイ１００Ｃ
のＣＰＵ１１０は、現在時刻を２１：０３：１３にセットすることができる。
【００６６】
　＜表示システム１の電源ＯＮ時における動作例＞
　次に、本実施の形態に係る表示システム１の電源ＯＮ時における動作について説明する
。説明のために、ここでも、表示システム１は、第１のディスプレイ１００Ａ～第３のデ
ィスプレイ１００Ｃを含むものとする。図６は、本実施の形態に係る表示システム１を構
成する第１のディスプレイ１００Ａ～第３のディスプレイ１００Ｃの電源ＯＮ時における
動作を示す図面である。
【００６７】
　図６を参照して、たとえば、１５：０１：００に、ユーザが第１のディスプレイ１００
Ａの電源をオンする。１５：０１：０１に、第１のディスプレイ１００ＡのＣＰＵ１１０
は、映像入力端子１０１と判別部１１１とを用いて、外部からの映像信号を見つける。Ｃ
ＰＵ１１０は、時計管理部１１６と時計１０７とを用いて、タイマを５秒にセットする。
このとき、ユーザは第２のディスプレイ１００Ｂの電源をオンする。
【００６８】
　１５：０１：０２に、第１のディスプレイ１００Ａにおけるタイマは残り４秒となって
いる。このとき、第２のディスプレイ１００ＢのＣＰＵ１１０は、第１の通信インターフ
ェイス（シリアル通信端子１０２とシリアル通信処理部１１２）を用いて、第１のディス
プレイ１００Ａからの映像信号を見つける。第２のディスプレイ１００ＢのＣＰＵ１１０
は、時計管理部１１６と時計１０７とを用いて、タイマを５秒にセットする。ＣＰＵ１１
０は、第１または第２の通信インターフェイスを介して映像安定通知をブロードキャスト
する。このとき、ユーザは、第３のディスプレイ１００Ｃの電源をオンする。
【００６９】
　１５：０１：０３に、第１のディスプレイ１００ＡのＣＰＵ１１０が、第１または第２
の通信インターフェイスを介して、第２のディスプレイ１００Ｂから映像安定通知を受信
するので、タイマを５秒にセットし直す。このとき、第２のディスプレイ１００Ｂのタイ
マは残り４秒となっている。
【００７０】
　１５：０１：０４において、第１のディスプレイ１００Ａのタイマは残り４秒となって
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いる。このとき第２のディスプレイ１００Ｂのタイマは残り３秒となっている。このとき
、第３のディスプレイ１００ＣのＣＰＵ１１０は、第１の通信インターフェイスを介して
、第２のディスプレイからの映像信号を見つける。第３のディスプレイ１００ＣのＣＰＵ
１１０は、時計管理部１１６と時計１０７とを用いて、タイマを５秒にセットする。第３
のディスプレイ１００ＣのＣＰＵ１１０は、第１または第２の通信インターフェイスを用
いて、映像安定通知をブロードキャストする。
【００７１】
　１５：０１：０５に、第１のディスプレイ１００ＡのＣＰＵ１１０は、第１または第２
の通信インターフェイスを介して、第３のディスプレイ１００Ｃから映像安定通知を受け
るので、タイマを５秒にセットし直す。同様に第２のディスプレイ１００ＢのＣＰＵ１１
０は第１または第２の通信インターフェイスを介して、第３のディスプレイ１００Ｃから
映像安定化通知を受けるので、タイマを５秒にセットし直す。このとき、第３のディスプ
レイ１００Ｃのタイマは残り４秒となっている。
【００７２】
　このようにして、１５：０１：０９に、第１のディスプレイ１００Ａのタイマは残り１
秒となり、第２のディスプレイ１００Ｂのタイマは残り１秒となる。このとき、第３のデ
ィスプレイ１００Ｃはタイムアウトする。
【００７３】
　本実施の形態においては、第３のディスプレイ１００ＣのＣＰＵ１１０は、時計管理部
１１６と時計１０７とを参照して、現在時刻の秒数のうちの１の位の値を変数Ｎｔに代入
する。ＣＰＵ１１０は、９　ｍｏｄ　ＹがＹ／２より大きいか否かを判断する。本実施の
形態においては、所定時刻を０秒、１０秒、２０秒、３０秒、４０秒、５０秒に設定して
いる（Ｙ＝１０）。ここでは、変数Ｎｔ　ｍｏｄ　ＹがＹ／２よりも大きいので（Ｙ－Ｎ
ｔ　ｍｏｄ　Ｙ）秒（１秒）だけＣＰＵ１１０が待機する。
【００７４】
　１５：０１：１０に、第１のディスプレイ１００Ａ～第３のディスプレイ１００Ｃがタ
イムアウトする。第１のディスプレイ１００Ａ～第３のディスプレイ１００Ｃの各々ＣＰ
Ｕ１１０は、所定時刻に達するまで待機する。
【００７５】
　すなわち、本実施の形態においては、１５：０１：２０に、第１のディスプレイ１００
Ａから第３のディスプレイ１００Ｃの各々のＣＰＵ１１０は、映像出力部１１５を介して
、表示デバイス１０６に映像の表示を開始させる。第１のディスプレイ１００Ａ～第３の
ディスプレイ１００Ｃは、既に、映像信号が安定しており、すなわち表示を開始できる状
態であるため、１５：０１：２０に、一斉に映像の表示を開始することができる。
【００７６】
　＜時刻同期処理＞
　次に、本実施の形態に係る表示システム１を構成する第１のディスプレイ１００Ａから
第３のディスプレイ１００Ｃの時刻同期処理について説明する。図７は、本実施の形態に
係る表示システム１を構成する時刻同期用の管理ディスプレイ（第１のディスプレイ１０
０Ａ）における時刻同期処理の処理手順を示すフローチャートである。
【００７７】
　図７を参照して、ＣＰＵ１１０は、ディスプレイの数を設定する（ステップＳ１０２）
。すなわち、ＣＰＵ１１０は、メモリ１０４の変数ＤＳに４を代入する。なお、ここでは
表示システム１が４つのディスプレイを含む場合について説明する。
【００７８】
　ＣＰＵ１１０は、メモリ１０４の変数ＩＤに２を代入する（ステップＳ１０４）。ＣＰ
Ｕ１１０は、変数ｎに０を代入する（ステップＳ１０６）。ＣＰＵ１１０は、計測回数を
設定する（ステップＳ１０８）。すなわち、ＣＰＵ１１０は、メモリ１０４の変数Ｚに５
を代入する。
【００７９】
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　ＣＰＵ１１０は、第１の通信インターフェイスを介して、他のディスプレイのＩＤと当
該ＩＤに対応する時刻同期準備コマンドとを送信する（ステップＳ１１０）。ＣＰＵ１１
０は、時計管理部１１６と時計１０７とを介して、タイマ計測を開始する（ステップＳ１
１２）。ＣＰＵ１１０は、第１の通信インターフェイスを介して、他のディスプレイから
レスポンスを受信したか否かを判断する（ステップＳ１１４）。ＣＰＵ１１０は、他のデ
ィスプレイからレスポンスを受信しない場合（ステップＳ１１４にてＮＯである場合）、
ステップＳ１１４からの処理を繰り返す。
【００８０】
　ＣＰＵ１１０は、他のディスプレイからレスポンスを受信した場合（ステップＳ１１４
にてＹＥＳである場合）、ＣＰＵ１１０は、時計管理部１１６と時計１０７とを用いて、
タイマ計測を停止する（ステップＳ１１６）。ＣＰＵ１１０は、タイマ計測値をメモリ１
０４に格納する（ステップＳ１１８）。ＣＰＵ１１０は、変数ｎをインクリメントする（
ステップＳ１２０）。
【００８１】
　ＣＰＵ１１０は、変数Ｚ＝変数ｎであるか否かを判断する（ステップＳ１２２）。ＣＰ
Ｕ１１０は、変数Ｚが変数ｎと異なる場合（ステップＳ１２２にてＮＯである場合）、ス
テップＳ１１０からの処理を繰り返す。ＣＰＵ１１０は、変数Ｚ＝変数ｎである場合（ス
テップＳ１２２にてＹＥＳである場合）、タイマ計測値の偏差を計算する（ステップＳ１
２４）。ＣＰＵ１１０は、計算された偏差が許容偏差Ｄ以下であるか否かを判断する（ス
テップＳ１２６）。ＣＰＵ１１０は、偏差が許容偏差Ｄより大きい場合（ステップＳ１２
６にてＮＯである場合）、ステップＳ１３６からの処理を実行する。
【００８２】
　ＣＰＵ１１０は、偏差が許容偏差Ｄ以下である場合（ステップＳ１２６にてＹＥＳであ
る場合）、タイマ計測値の平均（ＤＴ）を計算する（ステップＳ１２８）。ＣＰＵ１１０
は、時計管理部１１６と時計１０７とを用いて、現在時刻を取得する（ステップＳ１３０
）。ＣＰＵ１１０は、現在時刻＋ＤＴを設定時刻として計算する（ステップＳ１３２）。
ＣＰＵ１１０は、ディスプレイＩＤと設定時刻とを、第１の通信インターフェイスを介し
て他のディスプレイへと送信する（ステップＳ１３４）。
【００８３】
　ＣＰＵ１１０は、変数ＤＳがディスプレイＩＤ－１であるか否かを判断する（ステップ
Ｓ１３６）。ＣＰＵ１１０は、変数ＤＳがディスプレイＩＤ－１でない場合（ステップＳ
１３６にてＮＯである場合）、ディスプレイＩＤをインクリメントして（ステップＳ１３
８）、ステップＳ１０６からの処理を繰り返す。
【００８４】
　一方、変数ＤＳがディスプレイＩＤ－１である場合（ステップＳ１３６にてＹＥＳであ
る場合）、ＣＰＵ１１０は、時刻同期処理を終了する。
【００８５】
　次に、本実施の形態に係る表示システム１を構成する第１のディスプレイ１００Ａから
第３のディスプレイ１００Ｃにおける設定時刻を受信する側の時刻同期処理について説明
する。図８は、本実施の形態に係る表示システム１を構成する時刻同期用のサブディスプ
レイ（第２および第３のディスプレイ１００Ｂ，１００Ｃ）における時刻同期処理の処理
手順を示すフローチャートである。
【００８６】
　図８を参照して、ＣＰＵ１１０は、第１または第２の通信インターフェイスを介して、
他のディスプレイから、ディスプレイＩＤと時刻同期準備コマンドを受信したか否かを判
断する（ステップＳ２０２）。ＣＰＵ１１０は、時刻同期準備コマンドを受信しなかった
場合（ステップＳ２０２でＮＯである場合）、ステップＳ２１４からの処理を実行する。
【００８７】
　ＣＰＵ１１０は、時刻同期準備コマンドを受信した場合（ステップＳ２０２にてＹＥＳ
である場合）、受信したディスプレイＩＤが自分のディスプレイＩＤと一致するか否かを
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判断する（ステップＳ２０４）。ＣＰＵ１１０は、受信したディスプレイＩＤが自分のＩ
Ｄと一致する場合（ステップＳ２０４にてＹＥＳである場合）、第１または第２の通信イ
ンターフェイスを介して、時刻同期準備コマンドの送信元にレスポンスを送信する（ステ
ップＳ２０６）。ＣＰＵ１１０は、ステップＳ２０２からの処理を繰り返す。
【００８８】
　ＣＰＵ１１０は、受信したディスプレイＩＤと自分のＩＤとが一致しない場合（ステッ
プＳ２０４にてＮＯである場合）、第１または第２の通信インターフェイスを介して、次
のディスプレイにディスプレイＩＤと時刻同期準備コマンドとを転送する（ステップＳ２
０８）。ＣＰＵ１１０は、他のディスプレイからレスポンスを受信したか否かを判断する
（ステップＳ２１０）。ＣＰＵ１１０は、他のディスプレイからレスポンスを受信してい
ない場合（ステップＳ２１０にてＮＯである場合）、ＣＰＵ１１０は、ステップＳ２１０
からの処理を繰り返す。
【００８９】
　ＣＰＵ１１０は、他のディスプレイからレスポンスを受信した場合（ステップＳ２１０
にてＹＥＳである場合）、前のディスプレイにレスポンスを転送する（ステップＳ２１２
）。ＣＰＵ１１０は、ステップＳ２０２からの処理を繰り返す。
【００９０】
　ＣＰＵ１１０は、ディスプレイＩＤと時刻同期準備コマンドとを受信しなかった場合（
ステップＳ２０２にてＮＯである場合）、第１または第２の通信インターフェイスを介し
て、他のディスプレイから、ディスプレイＩＤと設定時刻とを受信したか否かを判断する
（ステップＳ２１４）。ＣＰＵ１１０は、ディスプレイのＩＤと設定時刻とを受信しなか
った場合（ステップＳ２１４にてＮＯである場合）、ステップＳ２０２からの処理を繰り
返す。
【００９１】
　ＣＰＵ１１０は、ディスプレイＩＤと設定時刻とを受信した場合（ステップＳ２１０に
てＹＥＳである場合）、受信したディスプレイＩＤと自分のディスプレイＩＤとが一致す
るか否かを判断する（ステップＳ２１６）。ＣＰＵ１１０は、受信したディスプレイＩＤ
と自分のディスプレイＩＤとが一致する場合（ステップＳ２１６にてＹＥＳである場合）
、ＣＰＵ１１０は、設定時刻を自端末の時刻として設定する（ステップＳ２１８）。ＣＰ
Ｕ１１０は、ステップＳ２０２からの処理を繰り返す。
【００９２】
　ＣＰＵ１１０は、受信したディスプレイＩＤと自端末のディスプレイＩＤとが一致しな
い場合（ステップＳ２１６にてＮＯである場合）、第１または第２の通信インターフェイ
スを介して、次のディスプレイにディスプレイＩＤと設定時刻とを転送する（ステップＳ
２２０）。ＣＰＵ１１０は、ステップＳ２０２からの処理を繰り返す。
【００９３】
　以上のように、図７および図８において示す時刻同期処理においては、表示システム１
に含まれるディスプレイの各々が、第２の通信インターフェイスすなわちＲＳ－２３２Ｃ
ケーブルを介してデータを送受信するものとしている。但し、表示システム１に含まれる
複数のディスプレイのほかに共通時刻情報を得ることができる場合には、必ずしも、時刻
同期処理によってそれぞれのディスプレイの時刻を同期させる必要はない。たとえば、表
示システム１を構成する第１のディスプレイ１００Ａ～第３のディスプレイ１００Ｃが正
確な電波時計などを装備することによって、データの送受信なくして、時刻を同期させる
ことが可能である。
【００９４】
　＜映像同期処理＞
　次に、本実施の形態に係る表示システム１を構成する第１のディスプレイ１００Ａから
第３のディスプレイ１００Ｃの電源オン処理について説明する。図９は、本実施の形態に
係る表示システム１を構成する第１のディスプレイ１００Ａから第３のディスプレイ１０
０Ｃの電源オン処理の処理手順を示すフローチャートである。
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【００９５】
　図９を参照して、ＣＰＵ１１０は、判別部１１１および映像入力端子１０１とを介して
、あるいは、第１の通信インターフェイスを介して、映像信号を検出したか否かを判断す
る（ステップＳ３０２）。ＣＰＵ１１０は、映像信号を検出した場合（ステップＳ３０２
にてＹＥＳである場合）、映像信号が安定したか否かを判断する（ステップＳ３０４）。
すなわち、ＣＰＵ１１０は、映像の表示を開始可能か否かを判断する。
【００９６】
　ＣＰＵ１１０は、映像信号が安定している場合（ステップＳ３０４にてＹＥＳである場
合）、タイマがスタートしているか否かを判断する（ステップＳ３０６）。ＣＰＵ１１０
は、タイマがスタートしている場合（ステップＳ３０６にてＹＥＳである場合）、ステッ
プＳ３１６からの処理を実行する。
【００９７】
　ＣＰＵ１１０は、タイマがスタートしていない場合（ステップＳ３０６にてＮＯである
場合）、第１の通信インターフェイスを介して前のディスプレイに安定通知を送信する（
ステップＳ３０８）。ＣＰＵ１１０は、第１の通信インターフェイスを介して、次のディ
スプレイに安定通知を送信する（ステップＳ３１０）。
【００９８】
　ＣＰＵ１１０は、時計管理部１１６と時計１０７とを用いて、タイマを設定する（ステ
ップＳ３１２）。ＣＰＵ１１０は、タイマをスタートさせる（ステップＳ３１４）。ＣＰ
Ｕ１１０は、時計管理部１１６と時計１０７とを介してタイムアウトしたか否かを判断す
る（ステップＳ３１６）。
【００９９】
　ＣＰＵ１１０は、タイムアウトしていない場合（ステップＳ３１６にてＮＯである場合
）、ステップＳ３０２からの処理を繰り返す。一方、ＣＰＵ１１０は、タイムアウトした
場合（ステップＳ３１６にてＹＥＳである場合）、ステップＳ３３０からの処理を実行す
る。
【０１００】
　ここで、ＣＰＵ１１０は、映像信号を検出しなかった場合（ステップＳ３０２にてＮＯ
である場合）、第１の通信インターフェイスを介して、他のディスプレイから安定通知を
受信したか否かを判断する（ステップＳ３１８）。ＣＰＵ１１８は、他のディスプレイか
ら安定通知を受信しなかった場合（ステップＳ３１８にてＮＯである場合）、ステップＳ
３０２からの処理を繰り返す。
【０１０１】
　ＣＰＵ１１０は、他のディスプレイから安定通知を受信した場合（ステップＳ３１８に
てＹＥＳである場合）、前のディスプレイから安定通知を受信したか否かを判断する（ス
テップＳ３２０）。ＣＰＵ１１０は、前のディスプレイから安定通知を受信した場合（ス
テップＳ３２０にてＹＥＳである場合）、次のディスプレイに安定通知を転送する（ステ
ップＳ３２２）。
【０１０２】
　ＣＰＵ１１０は前のディスプレイから安定通知を受信しなかった場合（ステップＳ３２
０にてＮＯである場合）、前のディスプレイに安定通知を転送する（ステップＳ３２４）
。ＣＰＵ１１０は、時計管理部１１６と時計１０７とを用いて、タイマがスタートしてい
るか否かを判断する（ステップＳ３２６）。
【０１０３】
　ＣＰＵ１１０は、タイマがスタートしていない場合（ステップＳ３２６にてＮＯである
場合）、ステップＳ３０２からの処理を繰り返す。ＣＰＵ１１０は、タイマがスタートし
ている場合（ステップＳ３２６にてＹＥＳである場合）、タイマを再設定する（ステップ
Ｓ３２８）。ＣＰＵ１１０は、ステップＳ３０２からの処理を繰り返す。
【０１０４】
　ＣＰＵ１１０は、タイムアウトした場合（ステップＳ３１６にてＹＥＳである場合）、
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時計管理部１１６と時計１０７とを用いて、現在の時刻Ｎｔを取得する（ステップＳ３３
０）。ＣＰＵ１１０は、変数Ｎｔ　ｍｏｄ　ＹがＴ／２よりも大きいか否かを判断する（
ステップＳ３３２）。ＣＰＵ１１０は、変数Ｎｔ　ｍｏｄ　ＹがＹ／２以下である場合（
ステップＳ３３２にてＮＯである場合）、ステップＳ３３６からの処理を実行する。
【０１０５】
　ＣＰＵ１１０は、変数Ｎｔ　ｍｏｄ　ＹがＹ／２よりも大きい場合（ステップＳ３３２
にてＹＥＳである場合）、Ｙ－Ｎｔ　ｍｏｄ　Ｙ秒だけ待機する（ステップＳ３３４）。
ＣＰＵ１１０は、時計管理部１１６と時計１０７とを介して、現在の時刻（Ｎｔ）を取得
する（ステップＳ３３６）。ＣＰＵ１１０は、Ｎｔ　ｍｏｄ　Ｙが０であるか否かを判断
する（ステップＳ３３８）。
【０１０６】
　ＣＰＵ１１０は、Ｎｔ　ｍｏｄ　Ｙが０でない場合（ステップＳ３３８にてＮＯである
場合）、ステップＳ３３６からの処理を繰り返す。ＣＰＵ１１０は、Ｎｔ　ｍｏｄ　Ｙが
０である場合（ステップＳ３３８にてＹＥＳである場合）、映像出力部１１５および表示
デバイス１０６に、映像を出力させる（ステップＳ３４０）。ＣＰＵ１１０は、電源オン
処理を終了する。
【０１０７】
　このように、本実施の形態においては、第１のディスプレイ１００Ａ～第３のディスプ
レイ１００ＣはＲＳ－２３２Ｃケーブル２０１に接続されている。たとえば、ディスプレ
イ１００に入力されている映像信号が安定したときに、ディスプレイ１００のＣＰＵ１１
０は、第１の通信インターフェイスを介して、ＲＳ－２３２Ｃケーブル２０１の上流と下
流の両方向に映像安定通知を送信する。
【０１０８】
　ディスプレイ１００のＣＰＵ１１０は、タイマをＸに設定して、タイマをスタートさせ
る。タイマがタイムアウトしていなければ、ディスプレイ１００のＣＰＵ１１０は、他の
ディスプレイから映像安定通知を受信したか判断する。ディスプレイ１００のＣＰＵ１１
０は、他のディスプレイからの映像安定通知を受信すれば、タイマを再度Ｘにセットして
、タイマをスタートさせる。
【０１０９】
　そして、ディスプレイ１００のＣＰＵ１１０は、タイマがタイムアウトしたら、現在時
刻を確認する。タイムアウト時の現在時刻の秒数をＮｔとしたとき、Ｎｔ　ｍｏｄ　Ｙが
　Ｙ／２よりも大きければ、ＣＰＵ１１０は、（Ｙ　－　Ｎｔ　ｍｏｄ　Ｙ）秒だけ待機
する。たとえば、Ｙ＝１０の場合、タイムアウト時の時刻の秒数が６～９のときに、ＣＰ
Ｕ１１０は４～１秒待機する。すなわち、Ｙ　－　Ｎｔ　ｍｏｄ　ＹがＹ／２よりも大き
い場合は、ＣＰＵ１１０は、Ｎｔ　ｍｏｄ　Ｙ　＝　０の条件を一回だけ見送る。
【０１１０】
　ＣＰＵ１１０は現在時刻の秒数が、Ｙで割り切れたら、映像表示を開始する。このよう
に、本実施の形態に係る表示システム１に含まれるディスプレイ１００のそれぞれは、現
在時刻とＹとの一致と、時刻の同期とを利用することによって、少なくともいずれかのデ
ィスプレイ１００に対して行なわれた操作に対応する動作を同期して実行するものである
。
【０１１１】
　＜通常の表示システムとの比較＞
　以下では、本実施の形態に係る表示システム１と通常の表示システムとの違いについて
説明する。図１０は、本実施の形態に係る表示システム１と通常の表示システムとの、映
像表示が開始されるタイミングの違いを示すイメージ図である。
【０１１２】
　図１０（ｂ）を参照して、通常の表示システムに関しては、複数のディスプレイのそれ
それが映像の表示を開始するタイミングが異なる。特に、複数のディスプレイ間で、電源
がＯＮされるタイミングが異なる場合、映像の表示が開始されているタイミングは大きく
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異なってしまう。
【０１１３】
　一方、図１０（ａ）を参照して、本実施の形態に係る表示システムに関しては、複数の
ディスプレイのそれそれが映像の表示を開始するタイミングが略同じになる。特に、複数
のディスプレイ間で、電源がＯＮされるタイミングが異なる場合であっても、映像の表示
が開始されるタイミングを一致させることが可能になる。
【０１１４】
　なお、テレビジョン映像の表示を開始する代わりに、バックライトの点灯を開始したり
、ディスプレイに予め記憶されている映像情報の表示を開始してもよい。
【０１１５】
　以上、本実施の形態においては、電源がＯＮされる場合について説明したが、ディスプ
レイに対する他の操作に関しても、対応する動作を同時に開始することが可能である。た
とえば、電源をＯＮする代わりに、複数のディスプレイ間で、入力先やチェンネルが変更
されるタイミングが異なる場合であっても、変更後の映像が開始されているタイミングを
一致させることが可能になる。あるいは、複数のディスプレイ間で、電源がＯＦＦされる
タイミングが異なる場合であっても、映像の表示を終了するタイミングを合せることが可
能になる。
【０１１６】
　＜その他の実施の形態＞
　本発明は、システム（表示システム１）或いは装置（ディスプレイ１００）にプログラ
ムを供給することによって達成される場合にも適用できることはいうまでもない。そして
、本発明を達成するためのソフトウェアによって表されるプログラムを格納した記憶媒体
を、システム或いは装置に供給し、そのシステム或いは装置のコンピュータ（又はＣＰＵ
やＭＰＵ）が記憶媒体に格納されたプログラムコードを読出し実行することによっても、
本発明の効果を享受することが可能となる。
【０１１７】
　この場合、記憶媒体から読出されたプログラムコード自体が前述した実施の形態の機能
を実現することになり、そのプログラムコードを記憶した記憶媒体は本発明を構成するこ
とになる。
【０１１８】
　プログラムコードを供給するための記憶媒体としては、例えば、ハードディスク、光デ
ィスク、光磁気ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、ＣＤ－Ｒ、磁気テープ、不揮発性のメモリカー
ド（ＩＣメモリカード）、ＲＯＭ（マスクＲＯＭ、フラッシュＥＥＰＲＯＭなど）などを
用いることができる。
【０１１９】
　また、コンピュータが読出したプログラムコードを実行することにより、前述した実施
の形態の機能が実現されるだけでなく、そのプログラムコードの指示に基づき、コンピュ
ータ上で稼動しているＯＳ（オペレーティングシステム）などが実際の処理の一部または
全部を行い、その処理によって前述した実施の形態の機能が実現される場合も含まれるこ
とは言うまでもない。
【０１２０】
　さらに、記憶媒体から読み出されたプログラムコードが、コンピュータに挿入された機
能拡張ボードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書き込まれ
た後、そのプログラムコードの指示に基づき、その機能拡張ボードや機能拡張ユニットに
備わるＣＰＵなどが実際の処理の一部または全部を行い、その処理によって前述した実施
の形態の機能が実現される場合も含まれることは言うまでもない。
【０１２１】
　今回開示された実施の形態はすべての点で例示であって制限的なものではないと考えら
れるべきである。本発明の範囲は、上記した説明ではなく、特許請求の範囲によって示さ
れ、特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更が含まれることが意図さ
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れる。
【符号の説明】
【０１２２】
　１　表示システム、１００，１００Ａ，１００Ｂ，１００Ｃ，１００Ｄ，１００Ｅ，１
００Ｆ，１００Ｇ，１００Ｈ，１００Ｉ　ディスプレイ、１０１　映像入力端子、１０２
　シリアル通信端子、１０３　ＴＣＰ／ＩＰ通信端子、１０４　メモリ、１０６　画面、
１０７　電波時計、１０８　リモコン受光部、１１０　ＣＰＵ、１１１　判別部、１１２
　シリアル通信処理部、１１３　通信処理部、１１４　映像加工部、１１５　映像出力部
、１１６　時計管理部。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】



(19) JP 2011-242626 A 2011.12.1

【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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